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　従来，高知県中北部に分布する古生界について
は，小川琢治(1902)の20万分の１高知図幅や，小
林貞― (1931),福地成治(1941)の断片的報告
があるにすぎず，その層序・時代については研究
史上未詳のままにとり残されていた. lt>54年に至
って四国山脈の略々中央部を横断する予土路線
に沿う三波川帯及び秩父累帯の地質調査か,行わ
れ，その報告書が公表さ.れた(1956, 1967).
　筆者らの１人申藤は，この予土路線調査に参加
　したが，この予土路線調査は高知県庁道路課の
依頼によるものであって，調査期間が短かく，同
報告書に述べられている様に，秩父累帯について
は幾つかの疑問点が保留せられた．共後調査の機
会を得なかったが，たまたま甲藤は本学教育学部
鷺
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第１図調査地域の位置図
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地学教室漸尾琢郎助教授の依頼によって，当時同
教室の学生であった川沢の卒業論文テーマ（昭和
32年慶）として表記の研究の指導に協力じた．然
し，他の都合で野外指導に充分日数をさき得なか
ったので，川沢の卒業後，従来の資料をもととし
て，野外調査による両者の再検討の結果，一応本
地域の地質を明らかにすることができたのでここ
にその結果を発表する．紡錘虫の記載は，後日川
沢によって報告する予定であるふ尚本研究に当っ
ては，丁度他の目的で来高中の徳高大学講師須鎗
和己氏に，１日行を共にして頂き，現地において
種々有益な助言を得，又後日川沢の紡錘虫化石の
鑑定に助力を頂く等の多大の御協力を得た．ここ
に厚く謝意を表する次第である．
　概　説
北側に位置する三波川南縁帯と上八川一池川構造
線によって接する．構造綜以南の約1.5 kmの間
は変成帯との漸移部に相当し, ssmi･schist化さ
れて，三波川南縁帯との間に明瞭な区別は困難で
ある．然し，この構造線に沿って酸性火成岩類が
貫入し，且つ両者の全般的層序を比較検討するこ
とにより，層序的に連続しているとはいえない．
調査地域の南縁部は東西性断層に沿い，超塩基性
火成岩が這入している．本地域に分布する地層群
を表示すると第１表の通りである．
　上八川累層は南に傾く単斜構造をなし，石見累
調査地域は秩父累帯北帯に属し，北縁部はその　　眉は南北両側で層相を異にするか，その北側（北
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1）于土路線とは高知県伊野町より同県日比原，長沢を経て，愛媛県基安，西条に至る南北横断路線をいう・
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第１表　　調査地域における各累層の地理的分布
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は等斜摺曲をくり返し，背斜部には上部石炭系の
Ⅲ　層序と産出化石について
　Ｉ）．鷹羽が森層群
鷹羽が森層群は,主として下部ペルム系の石見累
層より成り，３帯の急Ｆｚもｚｕlina-Ｆsｅｉｉｄｏ几(.ｓｕlina
石灰岩列を抽んでいる．即ち等斜謡曲をなす同
層群の背斜部にＦｔLStti inell ａ-Ｆｔiｓtiiｎａの上部石
炭系のノンバーを挾み，その上位の部分にｊ
Ｐsｅｗｄｏからsｕlina　-Miｓellinaの化石を含むと考え
られる．上部石炭系と下部ペルム系との関係は不
整合が予想されるが，まだ直接その露頭を確認す
ることかできず，多くの場合断層によって接して
いると思われる．石見累層は南北両側（北部相及
び南部相）からほぽ同時代の化石を含み，同時異
相の関係にあると思われる．このように上八川累
層と伊野累層との間を占めて分布する地層群は，
細分することか困難な地層群であるので，一括し
て鷹羽が森層群（新作）と名ずけ，石炭系のノン
バーに対しては,勝賀瀬累層（新弥），下部ペルム
系に対しては石見累層（新称）と命名し，更に後
1）　予土路線調査では，柏原及び柏原一石見間の合化石石灰岩レンズより上部石炭系の　Ｆｕsｕlino　ゆ．，
　7ｙμ?CS Sp.等を発見し，能津累眉なる名称が与えられた．―方官ってこの地域を概査した小林(1931),
　福地(1941)は，次の紡錘虫とその産地を報告している．　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　従って，これらの相異なる二つの化石勁物畔を合むヽ地層をどこで区別するか将来の問題として残されて･い
　たが，今回の我々の調査により，一広この点を明らかにすることが出来た．
高知県伊野町‘北方の古生界（甲藤・川沢）
者に対しては岩相の相異によってそれぞれ北部相
及び南部相に２分する．
　　Ａ）勝賀瀬累層　Shogass formation
　　　　　（層厚約25m以上）
　　〔模式地〕：吾川郡伊野町勝,賀瀬ピワグキ
　本累層は暗紫色～緑色凝灰岩を主とし，暗灰色
乃至黒色石灰岩レンズを挟む．伊野町勝賀瀬ビワ
グキ，及び新城，同町石見二本松，柏原，込谷
等の石灰岩レンズがこれに属する．本累層の厚さ
は測定困難であるか，含化石石灰岩の厚さをとっ
ても，少くとも, 25m以上の厚さを有する．第２
表のごとき化石を産する．
　　　第２表　勝賀瀬累眉産化石
伊野町勝賀瀬ビワダキ(Loc. 8)
　Ｆ心心加ella gracilis Kanmera
　Ｆ. 　t)ｓｅｕｄｏｂｏｃｆｅｉLee et Chen
　Ｆ.　ｓｐ.
　Ｂｒａｄvｉｎａ ｃｆｒ. ｒofｕia（ＥＩＣＨｗＡＬＤ）
　Ｃｒibｒｏｓｉｏｍｕｒｎ sp.
　Ｔｃｘlｕlaｒｉａ ｃ/ｒ. ｃｘｉｍｉａD'ElCHWALD
同町西ノ谷新城（Ｌｏｃ..9）
　ＦｕｓｕＵｎｃＵａ ＣｓｅｕｄｏｂｏｃｆｅｉLee et Chen
　Ｆｕｓｕlina sp.
同町勝賀瀬郵便局北の山麓（Ｌｏｃ.6）
　Ｆｕｓｕ! ｉｎａ ｓｐ.
同･町込谷（Ｌｏｃ．２）
　Ｆｕｓｕ! ｉｎａ ｓ{>.
　Ｔｒilicitｅｓ ｓ{}.
同町石見二本松(Loc. 17)
第　３　表
３
　　　Ｆｕｓｕiinaｓi).
　　同町柏原（Ｌｏｃ.50）
　　　Ｆｕｓｕlinaｓi).
　これらのレンズ状石灰岩は，東西に分布する苦
鉄凝灰岩中に点在し，紡錘虫化石により，ほぽ同
一層準にあると考えられる．伊野町柏原では，既
に予土路線調査で指摘されているように，上部石
炭系中部統のＦｔi％ｉｉＵｎａ　％ｐ.を産するが，それよ
り東方約50mの地点でＰｓｅｗｄｏ／ＭｓttJiｗｏ　ｓｔ.を多
産する．然しながら．この明らかに時代を異にす
る紡錘虫化石はｉつのレンズ状小石灰岩塊に含ま
れてをり，この石灰岩中に石炭系とペルム系の不
整合が予想されるが，現在までの所，その明確な
ポイントはとらえていない．
　伊野町水田(Loc. 29)では，暗灰色乃至帯紅灰
色石灰岩よりＴｃｉticjfeｓ ｓ６. ａｆｆ　Ｔ.ｙａｙａｍａｄａ-
feenｓiｓKANMERA を多産する．この石灰岩塊は
0011tic乃至pisolitiむstructureを呈し，時に化
石が密集する部分がある．これより上位に約20～
70 cm距てて赤色凝灰質で膠結された哩質の部分
があり，ここに　Ｐｍｕｄｏｓｃｈｗａｇｅｒiれａ　zone　と
Ｔｙi･tjcitｅｓzone の不整合が期待されるが，この
哩質部より上位（見掛上は下位）にはj保存良好
な紡錘虫が得られず，この間の関係はまだ明らか
でない．なおＴｒiticitｅｓ ｓ＊.ａｆｆ　Ｔ.ｙａｙａｍａｄａ-
feeMｓiｓ KANMERA の形態について，次の第３表
に簡単に比較しておく．
(単位　ｍｍ)
Specimens Length　　l　　Width Form ratio Diam. Prol. Volution
Triticites
yavamadafecnsis
　　(Holotype)
4.19 1.59 2.62 0.143 5％
７．ｓ夕．αβ‘．
T、Navamadafeensis 5.460 1.848 2.97 0.144 6～7
T. yaﾀamadafeensis
eve'ctus(Holotype)
4.65-5.3 1.90―2. 25 2.3―2.45 0.107―0.115 5％～6
　Ｔｒiticjtｅｓ ｓi>.　ｏｆｆ. 　Ｔ･　ｙａｙａｍａｄａｋｅｎｓiｓ
KANMERAは，原記載標本に比較して，甚だ長
形でform ratio が大である点を除いては著｀しく
似ている．又共存種として，　Ｔ.　cfｒ.　ｎｔａtｓｚｕｎｏtｏｉ
KANMERAを産する所からしてＴ. ｙａｙａｍａｄａ一
feenｓiｓ　ｅｕｅｃtＭＳの如きペルム紀のものとは相異す
る．なおＴ．がｒ. ｍａtｓｕｎtｏtoiはＴ，ｏｚａｗaiに
似たところもあるが，著しくssptal flutinKが弱
い点などからして，　Ｔｒiticitｅ＆のprimitive type
である．それ故勝賀瀬累層の１部には上部石炭系
上部統が含まれていると思はれる．
　　Ｂ）石見累層　Ishimi fol･mation
　〔模式地〕：吾川郡伊野町石見西ノ谷及び同町
　　　　　　　●中屋谷
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　調査地域において，最も広い分布を示し，伊野
町化成山，石見フナガタニ，石見四ノ谷，柏原等
を結ぶ２～３帯の含化石石灰岩を挾む苦鉄凝灰岩
層及び伊野町中追，鷹羽が森北方の三淵谷，渋谷
の東などの含化石石灰岩レンズを挾む砂岩泥岩互
眉などか本巣層に属す．岩相の上からチャート，
泥岩の優勢な北部相と，砂岩泥岩互層及び苦鉄凝
灰岩の優勢な南部相に分けらる．南部相は又，含
有化石によって上部眉と下部層に分けられ，両者
は諮合する．石見累眉の一般走向は, N80・Ｅ傾
斜は中角度に北斜し，時に南斜することかある．
　ｉ）南部相（層厚約邨Om）
第2図　石見累層南部相柱状図
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　　（1）下部尼卜杖式的に分布するのは，二本
松･，フナガタニを辿ねる苦鉄凝灰岩であって，２
乃至３層の厚さ数ｍの石灰岩小レンズを散点的に
挾在する．
　本層は等斜諸曲の為２～３回くり返して，反覆
露出し，最南翼は北成山附近に露出する．
　本層の下位には厄々紅色乃至灰色の板状チャー
トが凝灰岩中に極めて薄く互層することがある．
石灰岩レンズは最大の厚さ20mに達し，凝灰岩と
接する部分では凝灰質の部分か網目状に入り，結
晶質で化石は殆ど得られない．石灰岩の中心部附
近では部分的に化石を産する所かおるが，数は少
ない．第４表の如き化石を産する．
　　　　　　　　　　第　４　表
伊野町石見フナガクニ(Loc. 14)
　Ｐｓｃｕｄｏｆｕｓｕliれａsp.
　　　　石見西ノ谷　(Loc. 15)
　Ｎａｎｆｃｉｎｅｉｉａｓl)･
　Ｔｒiticitｅｓｓp.
　Ｐｓｃｕｄｏ/Ｍsｕlinaｓl）、
　　　　同　　　　（Ｌｏｃ.32）
　Ｐｓｃｕｄｏ/ｕｓｕltｉｉａ　ｓｐ.
　　　　同　柏原　(Loc. 28)
　乃c。而かsulina sp･
伊野町北成山シキミサマ（Ｌｏｃ.30）
　Schiびａｇぴilia gumbcli DUNBAR & Skinner
　Ｓ.　ｉａｐｏｎｉｃａ(Gombel)
　Ｓ. ｓｐ、ａが. Ｓ. ｃｒａｓｓiｓｃｔtａtａ　(ＤＥＰＲＡＴ）
　ＰｓｃｕflofｔｔｓｉｉｌｉｎａｍｎｂｉｇｔｉａＤＥＰＲＡＴ）
　　　　同　水田　(Loc. 36)
　Ｐｓｃｕｄｏｆｕ.ｓｉＵｉｎａｓ{>.
　　　　同　　　　（Ｌｏｃ.31）
　？ｇz?∂ルs?ina sp.
　　（2）上部層　模式的に分布するのは，石見よ
り鷹羽が森に至る林道沿い及び石見フナガタニの
奥に見られ，下位は主に砂岩乃至砂岩泥岩互層で
５ｍ前後のチャートを２乃至３枚爽在する．上位
は60mを越える厚い粒粒の砂岩層より成り，泥岩
のpatchを含む部分もある. patchの大きさは長
径0.5―1.0cm位のものが多い．
　本層は下部層に比較して，犬山砕屑物が乏しい
のが特徴である．砂岩は細粒乃至粗粒で時に哩質
になる．細粒のものは淡灰色乃至黒灰色，風化面
は帯青黄色～青白色である／砂岩・泥岩の互層
は数ｃｍ単位に成層する細互層である．本層の比
高’知県伊野町ｊじ方の古生界（甲藤・川沢）
較的下位の石見フナガタニ(Loc. 13)からは
Ｍtｓｅｉｌｍａ Ｓｉ＞･， Ｖ＾ｅｕｄｏｆｉしｓiilina　ｓi）.　を多産
し，保存も良好である．
５
ii）北部相（層厚約560 m）
先の予土路線調査で下八川累層とされたものが
第３図　　石　見　累　眉　北　部　相　柱　状　図
??
一 一 一 一 一
??
??????
Ｉ
???????????????―｝??????
?????
??
???﹈
―
??．?? ??．???
一 一 一 一 一 一 一 一 －
ｆ
IV
Ｉ．石見西ノ谷（背斜北翼）
Ｉ．石見西ノ谷（背斜南翼）
ｌ．石見西ノ谷
Ⅳ．橋　床
Ｖ．三淵谷の炎
ほぽこれに相当し，層相を下位より順にのべると
次のようになる.
.’最下部は砂岩・泥岩互層を主とし，数枚の薄い
暗緑色層理のある凝灰岩を挾み，橋床附近に見ら
れる如くその中に石灰岩小レンズを含む．又時に
明神の部落北側の林道沿いに見られる如く，細粒
乃至粗粒塊状砂岩を含むこともあって，砂岩層の
厚さは時に60mに達するが，東西に尖滅する．
更に上位には無層理塊状凝灰岩およびチャート，
泥岩を伴う．この部分のチャートは,橋床の北.の予
土路線洽いに露出する様に，一見400mを越す厚
層に見られるが，摺曲をくり返しているためであ
７．．
Ｖ
LOC.42
･ ● －
つて，実際は最厚lOOm前後である．その上位は
主として砂岩・泥岩互層より成り，石見四谷の奥
では，泥岩の優勢な10数ｍ毎の頻繁な互層が発達
している；最上部は中薗，三淵谷大野，漬谷に露
出するような極めて粗粒乃至一部瞳岩状となる砂
岩層が存在する．瞳質部では黒色泥岩の数cm ,
時に10C m’にも及ぶ鋭片を含むj又，粒度の比較
的細かい部分では，泥質な部分と砂質の部分とが
灰色と白色の葉理構造を呈する（第４図参照j）.
　この含瞳砂岩層の上位の泥岩中に灰黒色の小石
灰岩塊かあって，三淵谷の奥(Loc. 42) ,渋谷
（Ｌｏｃ. 43）よりは，稀にＰａｒａｓｃｈｗａがバフ？ａ Ｓ拓，
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Pｓeii.ｄｏ／t･ぶ雨ｎａｓ＊.を産し，石見累層め南部相
下部層にほぽ相当する．　　　　　　　　　＼　，
　第４図　石見累眉北部相の上部に露出する合箆　ラ
　砂岩にみられる葉理講造(標本スケッチ)
０
上　面
^ mudの楠
ａチャードg)禰
七:―■ mud･examination
　皿　上八川累層　Kamiyakawa formation （層
　　　　厚約1900 m）
　〔模式地〕：吾川郡吾北村唐越の南の谷
　調査地域において，古生界の北縁部をなし，北
限は上八川一池川構造線によって三波川南縁帯に
接し，南限は断層によって鷹羽が森層群に接す
る．一般に走向はN70°～80°Ｅで南に30°～50°
傾斜し，北側の下部層と南側の上部層に分けら
れる．
　　　　第５図　上八川累眉柱状図
5 "n-
　I　伊野累層　Ino formation C層厚約2500ぶI）
　伊野大橋より鹿敷に至る予土路線沿いに模式的
に露出し，緑色準片岩ないし準片岩質凝灰岩の極
めて優勢な地層で，中位に泥岩を挟む．他の累層
に比べて著しく砂岩の量が少く又チャ･-ﾄめ薄い
こと，石灰岩か厘々凝灰岩のｌａｍｉｎａtｉｏｎ柴挾ふ
でいることか本累層の特徴である．伊野町棋，柿
奈路，毛田を東西に結ぶ線上に北側へ40°の断層
があって，上部層と下部層に分けられる．
　　ｉ）下部眉ド断層以北の地層で，一般走向は
N80°Ｅで北へ40°に傾斜し，北側へ行く程上位に
なる．鹿敷，東谷，成山には蛇紋岩が這入し，構
造線の存在が予想されるか，見掛上の上位も下位
も凝灰岩のために両者にどの程慶の間隙かあるか
は解らない．小野，ヤ乙シガトウめ北，鹿敷には
’結品質層状石灰岩がある．最下位には珪質準片岩
質砂岩及び泥岩の互層で，中位には殆んど何も挟
まない凝灰岩かあって，上部は千枚岩質泥岩とな
り鷹羽が森層群の衝上をうけている．　　づレ
　　ii）上部層　一般走向はN80°Ｅで南へ50°傾
斜し，南側程上位になる．下位には準片岩質砂
岩，泥岩の互層で，泥岩か優勢である．上位には
チャートの数ｍの薄層を挾む凝灰岩がくる.ﾝ上限
は沖積地に没して不明であるが，黒瀬川構造帯に
接するものと考えられる．本累層からり，化石未
発見のため，時代は不明であるか，四国秩父累帯
北帯の全般的特徴より考えて，ベルム紀であるﾌと
考えられている．
゛橋本消美(1955)による．
〜→?
上八.川一池川構透線
　ｉ）下部層　主として準片岩化した千枚岩質泥
岩より成り，最下部の泥岩は黒色の光沢をもった
片理面で, paper状に剥離し易く，三波川帯のそれ
と区別が困難である．凝灰岩は緑色千枚岩質で東
西によく連続するが,厚さの増減が著しい．この中
には結晶質無化石の一枚の石灰岩レンズを挾む．
そのすぐ上位の泥岩中にも石灰岩レンズがあり，
このhorizoneの東方延長と推定される吾北村寺
野・内野より比較的進化したＮｅｏｓｃｈｔｖａｇｅｒｉｎａを
産する゛．その上位には泥岩中に厚さ５～７ｍ時
に50m前後の厚層になる比較的よく連続する暗灰
高知県伊野町北方の古生界（甲藤・川沢）
７
色チャートがあるかj･筋J11附近で尖滅する．一般　　層に比較して, 100 m に近い厚さを有するチャ.－
に下部層のチャートは連続性か少な,く，厚さも薄　　トの厚層が発達してはいるか，全般的な岩相は上
く，泥岩等に捗化し易け．準片岩部は本層の下位　　位程粗粒相である．打木，代次，樫が峠では，苦
より中位の砂岩・泥岩互層までである．吾北村　　鉄凝灰岩中に灰白色葉理を示す石灰岩かおるが，
高岩附近では，上八川一池川構造綜にそって貫入　　結晶質で化石は見出せない．最上位には帯褐色灰
した火成岩類のため，･この中位の砂岩泥岩互層は　，色泥岩及びlaminationを伴った砂岩或は含哩砂
紫紅色のhomfersとなり，著しく堅硬となって　　岩か発達し，いずれも千枚岩質化している．これ
いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らは，岩相からは石見累層北部相と区別するのが
　ii）上部層　中粒黒色砂岩・泥岩・チャート及び　　困難で変成の炭合によって，千枚岩質な部分を上
２～３枚の苦鉄凝灰岩等よりなる．上部層は下部　　八川累層に属さしめた．
　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　ｙ　対
　勝賀瀬累層からは, Fits?ｉｎｅｌｌａ　ｇｒaciliｓ
KANMERA, F. ＰｓeitｄｏｂｏｃｋｉLEE et CHEN,
Ｆｕｓt山ｎａ ｓt).， 　Ｓｉａがella　i）％ｓｕｄｏsｂｈａｅｒｏｉｄｅａ
KANMERA等を産するが，これは勘米良(1954)
が，九州矢山岳より報告した紡錘虫化石動物群と
非常によく共通している．これらの保存良好な化
石を産するビワグキの石灰岩は，小レンズであっ
てfaunaの上下関係を論ずる事が困難であるが，
Ｒしｓｕlina　ｚｏｎｅと考えられ，栗木統に対比するこ
とかでき，その時代は上部石炭系中部統である．
伊野町水田の小石灰岩レ゛ンズは，Ｔ，･iticitｅｓ si).
０-ff-　Ｔ.　ｙａｙａｍａｄａｋｅｗｓiｓ KANMERA,几丿ダ.
matsuniotoi KANMERAを含む所から，九州矢山
岳石灰岩列のＴバticitｅｓ zone に相当し，氷川統
に対比されるものと思はれ.る．従って勝賀瀬累層
の上部には，上部石炭系上部統が存在すると考へ
られる．
　石見累層南部相の下部層からは，Ｓ浦加ａｓｅｒｉｎａ
ｓｉｍｉｂｅｌｉDUNBAR & SKINNER, 　Ｓｃｈ.　laiｘｍｉｃａ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Υ　地　　質
　調査地域は，既述の様に，三波川南縁帯と黒瀬
川構造帯に挾まれた秩父累帯北帯に属し，北より
上八川累層，鷹羽が森層群（石見累層・勝賀瀬累
層）及び伊野累層に分けられる．
　次に北より構造上の特性をのべる．
　上八川－池川構造線:.既に予土路線調査(1957)
によって指摘されている様に，三波川南縁帯と秩
父累帯との境界をなす隋造線で，これにそって新
゛吉田博直(1951)による．
　　　比
ぐGUMBEL)， Ｐｓｅｕdofiis以加ａ ambi＾ｉｉａDEPRAT
等を産し，北部相からはＰａｒａｓchｕ!昭ｅ，･ｉｎａ　ｓi)．，
Ｐｓeiもｄｏ／ｕｓＭｌｍａ ｓi）.　を含む所から，坂本沢統
に対比される．又石見累層南部相の上部層より
Mi％ｅｌＵｎａ　ｓｆｃを産するが， Mi％ｅｌｌｉｎａ Ｓt)．はそ
の生存期間が比較的短期間であったが故に重要で
ある．即'ちMiｓｅｌｈ･ｎａ　Ｓは，勘米良(1957)によれ
ば，本邦においてＰｓｅ ｕｄｏ-ｓｃｈｗａｓｅｒｉｎａ ｚｏｎｅの
上部に現れ！ Ｐａｒａｊｕ％ｕlina　ｚone の下半におい
て繁栄し， Ｎｅｏ％ｃｈｗａｇｅｒｉｎａ zone　の最下位の
Ｎｅｏｓｃｈｉｕａｇｅｒｉｎａ ｓimpleｘ－Ｃａｎｃｅｌｌｉｎａ　ｎｉｉｊｐｏｎｉｃａ
subzoneまでのrangeである．石見累層からま
だＮｅｏｓｃｈｔｕａｇｅｒｉｎａを見出し得ないのは，石見
累層が？の･α佃S?ina zoneに相当することを示
し，秋吉のPIαないしは一部にはＰｍαが予想
される．
　伊野累層，上八川累層については，時代決定の
可能な化石が得られないので，現在の段階では対
比について何も論ずることはできない．
　構　　造
生代第三紀中新世末の大成活動により゛，流紋岩
類，花尚斑岩類が貫入している．この構造紛以北
の地層は北斜するのに対し，以南の地層は南斜す
る.構造線にそう部分は,秩父累帯の上八川累層も
一部準片岩化して両者の識別は困難な所も少なく
ないが,傾斜の方向により,辛うじて識別し得る．
　上八川累層と石見累層とは，北斜する断層によ
って接すると推定される．境界附近には化石を産
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せず，しかも露頭が得られないが，石見層累の北　　をなす．石見累層南部相は一見単斜構造を呈する
見には，凝灰岩か少なく，又存在してもその中に　　が，　％　FiiｓｕＵｎａ及びＰｓｅttｄｏμi％iilinaの石灰
は通常石灰岩を挾在していない..これに反し上八．　岩帯が３帯現れ，この両者の分布より見ると等斜
川累層上部には連続性は少ないか，結晶質葉理の　　摺曲をして同一層準の地層が反覆露出するものと
入った層状石灰岩を挾むので，これを以て両者を　　考えられる．
識別し，また岩層の変成度の高低によって識別し　　　伊野累層は，水田，四ノ谷，岩村，柳瀬を結ぶ
た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　推定断層で北側の石見累眉と接している．また毛
　石見累眉北部相は大きな向斜構造を形成し，二　　田，柿奈路，棋を結ぶ線によって伊野累層は南北
次的の小向斜を北翼に再現する．南翼は等斜摺曲　　両側で岩相を異にし，夫々南及び北に傾斜する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｍ　結
　１．調査地域の秩父累帯北帯の古生界は，主と
して，下部～中部ペルム系より成り，各累層は推
定断層で接する．
　２．先に予土路線調査(1957)によって，能津
累層（上部石炭系中上部統）として記載された地層
より下部ペルム系下部～中部統を識別したので，
従来の能津累層なる名称は不適当であることが明
らかとなった．従って筆者らは上部石炭系中上部
統に対しては，勝賀瀬累層，下部ペルム系下部～
中部統に対しては，石見累眉とし，叉これら両累
　　　語
層を一括して鷹羽が森層群と命名した．
　３．勝賀瀬累層は　Ｆｕｓiili四11a　gｒａｃ雨ｓ
KANMERA， Ｆ. 　ｐｓｅｕｄｏｂｏｃｋｉLEE et CHEN,
ＦtiｓｕＵｎａＳｆ).を産することにより，粟木統に対
比される．
　４．勝賀瀬累眉の一部からは・Ｔｒitiｒ.itｅ＾ Ｓｔ.
ａが.　Ｔ.　ｖｏｙａｍａｄａｆｅｅｎｓiｓKANMERA, T.φ･.
ｍａtｓｕｍｏtoi　ＫANMERA　を産するので，上部石
炭系上部統の氷川統に対比されるものと思はれ
る．
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1 － ２　Ｓtａがｅｌｌａｐｉｅｕｄｏｓphaiｒｏｉｄｅａ　ＴｉANMERA　　Ｉ: axia】section　2 : sagittal section
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県吾川郡伊野町勝賀瀬ビワダキ（Ｌｏｃ.8）
3－5　Fusμliﾀlella gracilis Kanmera　　３ : axial section　4 : axial section slightly tangential
　　　　　　　　　　　5 : sagittal section　高知県吾川郡伊野町勝賀瀬ビワグ.キ（Ｌｏｃ.8）
６
７
８
Fusulinella pseudo加cki Lee et Chen　　axil section
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県吾川郡伊野町勝賀瀬ビワダキ（Ｌｏｃ.8）
Fusulinella sp.　axial section　高知県吾川郡伊野町勝賀瀬ビワグキ（Ｌｏｃ.8）
Fusutina功.　tangential section　高知県吾川郡伊野町石見二本松（Ｌｏｃ.17）
9―10　Triticites sp. aが．７．ｙａｙａｍａｄａｋｅｎｓiｓKanmera　　９ ：ａχial section　１０ ： sagittal
11
　　　　　　section　　　　　　高知県吾川郡伊野町水田(Loc. 29)
Ｔｒiticitｃｓｓf）.　cfｒ、Ｔ、ｍａtｓｕ竹ｌｏtｏｉKanmera　　axial section
　　　　　　　　　　　　　　　　高知県吾川郡伊野町水田(Loc. 29)
12―13 Misellina sp.　12 : axial section　　l3･: sagittal section
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県吾川郡伊野町石見フナガタニ(Loc. 13)
14
15
SｃｈｉｏａＳｅｒｉｎｏ　ｉａＣｏｎｉｃａ(Gumbel)　axialsection
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県吾川郡伊野町北成山シキミサマ（Ｌｏｃ.30）
Ｓｃｈｗａｇｅｒｉｎａｓi）,　ｏｆｆ.Ｓ.びａｓｓiｓepiatａ（ＤＥＰＲＡＴ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県吾川郡伊野町北成山シキミサマ（Ｌｏｃ.30）
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